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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

しんきんアセットマネジメント投信株式会社

＜コールセンター＞ 0120-781812

(土日、休日を除く)携帯電話・ＰＨＳからは03-5524-8181
９：00～17：00

本資料は投資信託の運用状況を開示するためのものであ

り、ファンドの勧誘を目的とするものではありません。

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

｢しんきんフコクＳＲＩマザーファンド｣(以
下、｢親投資信託」といいます｡）の受益証券を
主要投資対象とします。なお、株式等に直接
投資することがあります。 

運 用 方 針 

①投資にあたっては、主として親投資信託の
受益証券への投資を通じ、原則として以下
の方針に基づき運用を行います。 

1)投資にあたっては、我が国の金融商品取引
所上場株式を主要投資対象とし、投資信託
財産の成長を目指して運用を行います。 

2)東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマー
クとし、これを中長期的に上回る運用成果
を目指します。 

3)銘柄選定にあたっては、持続的に成長する
可能性が高いと考えられる、財務面、環境
面、社会・倫理面を強く意識する企業への
投資を基本とします。 

4)株式の組入比率は、原則として高位を保ち
ます。 

5)親投資信託の運用指図に関する権限は、富
国生命投資顧問株式会社に委託します。 

②株式以外の資産への実質投資割合（投資信
託財産に属する株式以外の資産の時価総額
と投資信託財産に属する親投資信託の受益
証券の時価総額に親投資信託の投資信託財
産の総額に占める株式以外の資産の時価総
額の割合を乗じて得た額との合計額が投資
信託財産の総額に占める割合）は、原則と
して投資信託財産総額の50％以下とします。 

③市況動向あるいは資金動向等によっては上
記のような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

①株式への実質投資割合には、制限を設けま
せん。 

②外貨建資産への投資は行いません。 

収 益 
分 配 方 針 

①分配対象額の範囲は、経費等控除後の繰越
分を含めた利子・配当収入と売買益（評価
益を含みます｡）等の全額とします。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準等を勘
案して決定します。ただし、分配対象収益
が少額の場合は、分配を行わないこともあ
ります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきんＳＲＩファンド 

決算日 

（第13期：2019年12月９日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

んＳＲＩファンド」は2019年12月９日に第13

期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 Ｔ  Ｏ  Ｐ  Ｉ  Ｘ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

９期(2015年12月７日) 10,561 400 12.0 1,585.21 9.5 98.9 － 1,221 

10期(2016年12月７日) 9,785 0 △ 7.3 1,490.62 △ 6.0 99.0 － 1,127 

11期(2017年12月７日) 11,393 800 24.6 1,786.25 19.8 98.1 － 1,286 

12期(2018年12月７日) 10,252 300 △ 7.4 1,620.45 △ 9.3 98.9 － 1,170 

13期(2019年12月９日) 10,748 600 10.7 1,722.07 6.3 99.0 － 1,220 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 Ｔ  Ｏ  Ｐ  Ｉ  Ｘ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2018年12月７日 10,252 － 1,620.45 － 98.9 － 

12月末 9,553 △ 6.8 1,494.09 △7.8 98.7 － 

2019年１月末 10,063 △ 1.8 1,567.49 △3.3 99.1 － 

２月末 10,257 0.0 1,607.66 △0.8 99.1 － 

３月末 10,350 1.0 1,591.64 △1.8 98.3 － 

４月末 10,589 3.3 1,617.93 △0.2 98.4 － 

５月末 9,934 △ 3.1 1,512.28 △6.7 98.4 － 

６月末 10,215 △ 0.4 1,551.14 △4.3 98.8 － 

７月末 10,224 △ 0.3 1,565.14 △3.4 99.2 － 

８月末 9,857 △ 3.9 1,511.86 △6.7 99.2 － 

９月末 10,533 2.7 1,587.80 △2.0 98.5 － 

10月末 10,988 7.2 1,667.01 2.9 98.5 － 

11月末 11,228 9.5 1,699.36 4.9 98.7 － 

(期  末)       

2019年12月９日 11,348 10.7 1,722.07 6.3 99.0 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率 

 

※東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、東京証券取引所の知的財産であり、この指数の算出、数値の公表、利用など株価指数に関するすべての権

利は東京証券取引所が有しています。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表

の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。 
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○第13期の運用経過等（2018年12月８日～2019年12月９日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額および東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、期首（2018年12月７日）の値が基準価額と同一となるように指数化し

ています。 

（注３） ベンチマークは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきんフコクＳＲＩマザーファンド」の受益証券への投資を通じ、社

会的責任を果たすことにより、持続的に成長する可能性が高いと考えられる国内の企業に投資しています。 

当期の基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・米国を中心に世界的な景気拡大基調が続いたこと。 

・2019年の年明けに米国で利上げ停止の見通しが強まり、世界的に株式などのリスク資産へ資金が回帰した

こと。 

 

＜下落要因＞ 

・トランプ政権による関税措置に伴い、米中貿易摩擦が激化したこと。 

・2018年の９月および12月の米国の利上げにより、世界的に株式などのリスク資産から資金が流出したこと。 

・米国の利上げや米中貿易摩擦の影響などから、米国および中国で景気減速懸念が強まったこと。 
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＜投資環境＞ 
（2018年12月） 

当期の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は1,620.45ポイント（2018年12月７日終値）で始まりました。12月に入

り、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱やイタリアの財政問題などへの懸念、中国通信機器大手の華為技術（ファー

ウェイ）幹部の逮捕に加えて、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が想定よりタカ派との見方が広がったことな

どから大幅下落となり、12月25日にＴＯＰＩＸは、期中安値となる1,415.55ポイントまで下落しました。 

 

（2019年１月～３月） 

１月から２月にかけては、米国雇用統計の改善を受けて米国の景気減速への懸念が後退したこと、米中貿易

協議進展への期待が広がったこと、また、ＦＲＢのパウエル議長が利上げを急がない姿勢を示したことなどか

ら投資家心理が改善し、内外の株式市場は回復基調になりました。３月は、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）に

よる世界経済の成長見通しの引下げに続き、欧州中央銀行（ＥＣＢ）がユーロ圏の成長見通しを大幅に引き下

げたことを受け、世界経済の減速懸念が広がり、内外の株式市場は売りが優勢になりました。 

 

（2019年４月～６月） 

４月は、米中貿易摩擦が早期に決着するとの期待感から、国内株は堅調な動きになりました。５月は、トラ

ンプ大統領が中国への追加関税を実施したことや、米国企業のファーウェイとの取引を事実上禁止する措置

を受けて、米中貿易摩擦の長期化観測や世界経済の減速懸念などから大きく下落しました。６月は、ＦＲＢの

パウエル議長が利下げに含みを持たせたことを受け、早期の米国の利下げ観測が広がり、米国株とともに国内

株も戻り歩調となりました。 

 

（2019年７月～９月） 

７月は、米中貿易協議への懸念が再燃しましたが、ＦＲＢが10年半ぶりの利下げに踏み切るなど、主要国で

利下げの動きが広がるとの見方が株式相場を下支えしました。８月は、米国政権が中国を経済制裁の対象とな

る「為替操作国」に指定したことや、米国で10年国債利回りが、２年国債利回りを下回り、景気後退の前兆と

される逆イールドが発生したことが嫌気され、株式相場は軟調に推移しました。９月は、米中が翌月に閣僚級

貿易協議を開くことで合意したことを受け、内外の株価は戻り歩調で推移しました。 

 

（2019年10月～当期末） 

10月の株式市場は、米サプライマネジメント協会（ＩＳＭ）が発表した製造業景況指数が、低い水準に落ち

込んだことなどから、投資家心理が悪化し、上旬はやや軟調な動きになりました。その後は、米国の利下げ観

測や米中貿易協議の進展期待から上昇に転じ、業績底打ち観測などを背景に11月にかけて高値更新が続きま

した。12月上旬は、トランプ大統領が香港人権法案に署名したことを受けて、米中の対立が警戒されましたが

市場は落ち着いた動きが続き、ＴＯＰＩＸは期中高値となる1,722.07ポイント（2019年12月９日終値）で終了

しました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
「しんきんフコクＳＲＩマザーファンド」の受益証券への投資を行い、当期を通じて組入比率が高位となる

ように調整しました。 

 

●しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 

企業の社会的責任（ＣＳＲ）面、財務面双方の評価などを考慮し、銘柄の入替え、ウェイトの調整を行いま

した。組入銘柄数は決算日時点で76銘柄であり、前期末比で７銘柄増加しました。   
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＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率（分配金込み）は＋10.7％となり、ベンチマークであるＴＯＰＩＸの騰落率＋6.3％

を4.4ポイント上回りました。 

信託報酬および売買コスト等のマイナス要因等があったものの、マザーファンドにおいて、市場で上昇率の

高かった精密機器やその他製品などの業種の組入比率が高かったことや、市場で下落率の高かった石油・石炭

製品や電気・ガス業などの業種の組入比率が低かったことがプラス要因となり、ファンドの騰落率は

ＴＯＰＩＸを上回りました。 

 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、経費控除後の配当等収益や期末の基準価額の水準等を勘案して、１万口当た

り600円（税込み）としました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第13期 

2018年12月８日～ 
2019年12月９日 

当期分配金 600  

(対基準価額比率) 5.287％ 

 当期の収益 231  

 当期の収益以外 368  

翌期繰越分配対象額 1,706  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、運用の基本方針に従い、主として「しんきんフコクＳＲＩマザーファンド」の受益証券に投資し、

投資信託財産の成長を目指して運用を行います。 

 

●しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 

ＣＳＲ評価や財務評価の変更を総合的に考慮しながら、適宜入替えを行う方針です。また、ＣＳＲに関する

調査を継続的に行い、財務面、社会・倫理面および環境面に優れた銘柄を組み入れていく方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年12月８日～2019年12月９日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 169  1.637  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 80)  (0.774)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 80)  (0.774)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 7   0.067   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  7)  (0.067)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 176   1.706    

期中の平均基準価額は、10,315円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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○売買及び取引の状況 (2018年12月８日～2019年12月９日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 483 1,000 41,245 94,500 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2018年12月８日～2019年12月９日) 

 

項 目 
当 期 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,352,752千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,175,497千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.54   
 

（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月８日～2019年12月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2018年12月８日～2019年12月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年12月８日～2019年12月９日) 

 

 該当事項はございません。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2019年12月９日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 561,300 520,538 1,216,861 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2019年12月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 1,216,861 93.6 

コール・ローン等、その他 82,643 6.4 

投資信託財産総額 1,299,504 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,299,504,020   

 コール・ローン等 9,642,053   

 しんきんフコクＳＲＩマザーファンド(評価額) 1,216,861,967   

 未収入金 73,000,000   

(B) 負債 78,961,146   

 未払収益分配金 68,139,104   

 未払解約金 1,067,820   

 未払信託報酬 9,743,333   

 未払利息 13   

 その他未払費用 10,876   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,220,542,874   

 元本 1,135,651,744   

 次期繰越損益金 84,891,130   

(D) 受益権総口数 1,135,651,744口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,748円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は1,141,983,948円、期中追加設定

元本額は4,118,386円、期中一部解約元本額は10,450,590円

です。 

（注２） 当期末における１口当たり純資産額は1.0748円です。 
 

○損益の状況 (2018年12月８日～2019年12月９日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,083   

 支払利息 △      4,083   

(B) 有価証券売買損益 143,415,393   

 売買益 143,967,826   

 売買損 △    552,433   

(C) 信託報酬等 △ 18,998,903   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 124,412,407   

(E) 前期繰越損益金 108,539,727   

(F) 追加信託差損益金 △ 79,921,900   

 (配当等相当額) (   29,017,483)  

 (売買損益相当額) (△108,939,383)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 153,030,234   

(H) 収益分配金 △ 68,139,104   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 84,891,130   

 追加信託差損益金 △ 79,921,900   

 (配当等相当額) (   29,022,586)  

 (売買損益相当額) (△108,944,486)  

 分配準備積立金 164,813,030   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（25,677,330

円）、費用控除後の有価証券等損益額（559,951円）、信託約款

に規定する収益調整金（29,022,586円）および分配準備積立

金（206,714,853円）より分配対象収益は261,974,720円

（10,000口当たり2,306円）であり、うち68,139,104円（10,000

口当たり600円）を分配金額としています。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 600円 
 
◇分配金を再投資される場合のお手取分配金は、自動けいぞく投資約款の規定に基づき、決算日の翌営業日に再投資いたしました。 

◇分配金をお受け取りになる場合の分配金は、決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始しています。 

◇分配金のお取扱いについては、販売会社にお問い合せください。 

（注１） 分配金は、分配後の基準価額と各受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金)」(受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分）があります。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合

は全額が｢普通分配金」となります。分配後の基準価額を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が「元本払戻金（特別分配金)｣、

残りの部分が「普通分配金」となります。 

（注２） 個人の受益者の場合、収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、配当所得として20.315％（所得税15％、復興特別

所得税0.315％および地方税５％）の税率が適用されます。 

（注３） 法人の受益者の場合、収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、15.315％（所得税15％および復興特別所得税

0.315％）が源泉徴収されます。 

（注４） 当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用

対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。 

（注５）税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2019年12月９日現在) 

＜しんきんフコクＳＲＩマザーファンド＞ 
 下記は、しんきんフコクＳＲＩマザーファンド全体(2,897,190千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（2.8％）    

大林組 74.4 73.8 91,954 

大和ハウス工業 44.2 28 95,200 

食料品（4.2％）    

明治ホールディングス 7.6 7.5 56,700 

アサヒグループホールディングス 19.7 24 124,080 

キリンホールディングス 27.6 27.3 67,799 

不二製油グループ本社 － 10.7 32,581 

日本たばこ産業 28.9 － － 

繊維製品（1.3％）    

東レ 117.8 116.8 86,688 

パルプ・紙（0.8％）    

レンゴー － 66.6 55,344 

化学（8.2％）    

旭化成 58 57.5 71,903 

三井化学 － 34.8 92,881 

三菱ケミカルホールディングス 132.9 － － 

積水化学工業 39.7 39.6 76,111 

富士フイルムホールディングス － 22.7 118,879 

資生堂 11.7 8.6 65,360 

日東電工 8.5 － － 

エフピコ 2.6 5.9 38,527 

ニフコ 39.9 28.5 88,492 

医薬品（2.5％）    

協和キリン 42.9 30.6 72,889 

ロート製薬 10.9 10.5 36,435 

ペプチドリーム 18.9 12 61,440 

ガラス・土石製品（3.9％）    

ＡＧＣ － 34.5 137,482 

住友大阪セメント 7.2 － － 

ＴＯＴＯ 18.5 11.1 53,224 

日本碍子 37.2 36.8 70,251 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉄鋼（1.2％）    

ジェイ エフ イー ホールディングス － 55 82,115 

非鉄金属（2.0％）    

ＤＯＷＡホールディングス 26 17.2 70,520 

住友電気工業 39.8 39.5 65,905 

機械（4.3％）    

ディスコ 2.5 2.5 59,075 

小松製作所 30.3 45.5 122,395 

日本精工 32.2 31.9 34,324 

マキタ － 20.5 75,440 

電気機器（16.0％）    

日立製作所 49.3 48.9 209,878 

日本電産 11.2 11.1 177,766 

オムロン 20.5 4.8 31,344 

ソニー 38.3 35.1 250,754 

リオン 7.8 7.7 22,468 

横河電機 － 48.4 96,025 

カシオ計算機 － 37.4 78,727 

ローム 5.9 5.8 52,316 

浜松ホトニクス 22.3 22.1 101,218 

小糸製作所 － 10.6 59,148 

輸送用機器（5.1％）    

豊田自動織機 25.2 25 160,500 

日野自動車 31.2 30.9 35,442 

アイシン精機 12.5 － － 

本田技研工業 － 47.5 149,197 

スズキ 14.2 － － 

精密機器（4.2％）    

テルモ 24.8 30.9 117,018 

島津製作所 53.4 32.7 110,689 

マニー 0.8 － － 

タムロン 25.4 20.3 53,592 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

その他製品（4.1％）    

バンダイナムコホールディングス 28.5 23.1 153,984 

ヤマハ 16.3 － － 

ピジョン 11 11 46,420 

任天堂 0.7 1.6 72,128 

電気・ガス業（1.1％）    

大阪瓦斯 35 34.7 73,737 

陸運業（4.7％）    

東急 70.2 42.9 92,149 

東日本旅客鉄道 8.2 8.2 81,639 

日本通運 10 9.9 67,617 

日立物流 37.6 23.7 71,574 

海運業（1.7％）    

商船三井 38 37.7 113,854 

情報・通信業（8.4％）    

ユーザベース － 7.4 16,013 

ラクスル － 7.2 24,696 

オービック 12.6 9.8 143,080 

日本ユニシス 20.6 － － 

日本電信電話 44.7 30.3 169,195 

ソフトバンク － 71.8 105,474 

ソフトバンクグループ － 24.7 106,407 

卸売業（4.6％）    

伊藤忠商事 82.7 82 201,433 

三菱商事 37.8 37.5 110,081 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

小売業（4.8％）    

Ｊ．フロント リテイリング 69.5 78.3 116,353 

セブン＆アイ・ホールディングス 36.4 23.5 95,809 

丸井グループ 42.1 41.8 111,313 

銀行業（5.8％）    

三井住友トラスト・ホールディングス 27.9 27.7 117,254 

三井住友フィナンシャルグループ 43.1 42.7 171,440 

みずほフィナンシャルグループ 846.1 604.2 103,318 

保険業（2.4％）    

ＳＯＭＰＯホールディングス 12.9 12.9 57,185 

東京海上ホールディングス 16.9 16.8 103,874 

不動産業（2.0％）    

パーク２４ 14 13.8 35,272 

三菱地所 38.6 38.3 77,078 

イオンモール － 11.2 20,339 

サービス業（3.9％）    

日本Ｍ＆Ａセンター － 23.2 85,492 

リンクアンドモチベーション 34.4 34.1 22,233 

綜合警備保障 13.9 － － 

エムスリー 33 － － 

オリエンタルランド 6.9 4.4 65,692 

セコム － 9.1 86,177 

合 計 
株 数 ・ 金 額 2,912 2,764 6,728,407 

銘柄数＜比率＞ 69 76 ＜99.3％＞ 
 

（注１） 銘柄欄の（ ）内は国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注２） 評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れている親投資

信託の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注３） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注４） －印は組み入れなし。 
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